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行行
政政
報報
告告

■
町
長
か
ら
行
政
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
台
風
１２
号
の
被
害
は
、
現
時
点
で
公
共

土
木
施
設
で
河
川
１
カ
所
、
道
路
９
カ
所

の
計
１０
カ
所
。
被
害
額
は
、
７
８
７
９
万

１
千
円
で
す
。
な
お
、
農
業
用
施
設
は
、

調
査
中
で
す
。

■
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
宮
古
市
へ
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
宮
古

市
の
山
本
市
長
か
ら
、
義
援
金
あ
る
い
は

救
援
物
資
の
御
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
神
山
町
内
の
各
小
中
学
校
か
ら

携
え
て
ま
い
り
ま
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の

寄
せ
書
き
を
手
渡
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
寄
せ
書
き
は
、
宮
古
市
の
各

小
中
学
校
に
配
付
さ
れ
、
掲
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
は
、
台
風
１２
号
の

影
響
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
９
月
４
日
に
無
事
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
、
宮
古
支
援
を
全
面
に
掲
げ

開
催
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
万
人
を
超
え

る
人
手
が
賑
わ
い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
平
成
２３
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
が
終
わ
り
、
交
付
額
が
前

年
度
対
比
４
５
３
５
万
２
千
円
、
２
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
で
、
２１
億
５
８
１
０
万

１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
１
億
７
２
２
３
万
２
千
円
で
、
対

前
年
比
７
４
１
３
万
３
千
円
、
３０
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
減
と
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
本
町

人
口
が
前
回
に
比
べ
ま
し
て
、
８
８
２
人

減
少
し
、
６
０
４
２
人
と
な
っ
た
こ
と
が

大
き
な
減
額
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
公
共
施
設
の
耐
震
化
は
、
平
成
２０
年
度

か
ら
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
ま
た
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
耐
震
改
修
を
進

め
て
き
た
広
野
小
学
校
、
神
領
小
学
校
、

神
山
東
中
学
校
、
神
山
中
学
校
の
義
務
教

育
施
設
は
、
本
年
１０
月
末
を
も
ち
、
全
て

の
工
事
が
完
了
し
、
耐
震
化
率
は
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
現

在
、
耐
震
診
断
を
進
め
て
い
る
休
校
校
舎

９月定例会は９月１３日から２２日まで１０日間の会期で開催しました。
提出議案は、補正予算８件、決算認定６件、過疎計画１件、条例の一部改正１件、町道路線認定１件、工
事変更契約３件、計２０議案を審議しいずれも原案どおり可決、認定しました。
一般質問では２議員が登壇し（５ページから掲載）それぞれの町の考えを質問しました。

一般会計 ４０億２，１２４万円（２億４，９２８万円）
国民健康保険特別会計 １１億３，９７４万円（ ▲５３万円）
簡易水道事業特別会計 １億２，４７１万円（ ０円）
介護保険特別会計 ８億７，３６０万円（ ２，９３６万円）
後期高齢者医療特別会計 １億０，９５０万円（ ３５万円）

（左は予算総額、( )内は９月補正額 ▲は減額を表す）

主主 なな 内内 容容
◎コミュニティ助成事業補助金 ２５０万円
◎高齢者見守り等支援事業委託料 ２，３６３万円
◎強い農業づくり交付金 ４，７８０万円
◎町道維持工事 １，０００万円
◎災害復旧費 ２，５０１万円
◎介護給付費準備基金積立金 ２，７２８万円

一般会計補正予算ならびに

４特別会計補正予算が提案さ

れ、総額で２億７，８４６万円が

追加されました。

一般会計は主にコミュニテ

ィ助成事業補助金、高齢者見守り等支援事業委

託料、強い農業づくり交付金、町道維持工事、

災害復旧費で、特別会計では、介護保険特別会

計で介護給付費準備基金積立金となっておりま

す。

99月月定定例例会会

神領小学校耐震工事

神山町議会

９月
補正予算

2議会だより かみやま



及
び
役
場
本
庁
舎
等
、
町
有
の
１３
施
設
に

つ
き
、
防
災
拠
点
施
設
、
避
難
施
設
等
の

優
先
度
の
高
い
施
設
か
ら
耐
震
化
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

■
Ｊ
Ａ
名
西
郡
は
、
神
山
セ
ン
タ
ー
の
す

だ
ち
選
果
機
と
、
阿
野
選
果
場
の
梅
選
果

機
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

神
山
セ
ン
タ
ー
に
す
だ
ち
と
梅
の
選
果
施

設
を
１
カ
所
に
整
備
統
合
し
、
効
率
的
な

出
荷
と
利
用
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
計
画

を
立
て
、
県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
本
事
業
が
採
択

さ
れ
、
国
の
交
付
金
額
も
決
定
し
た
の

で
、
本
町
も
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
１
億

２
１
５
５
万
３
２
５
０
円
で
、
国
の
交
付

金
額
は
３
０
４
３
万
７
千
円
の
定
額
で
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
名
西
郡
へ
の
町

補
助
金
は
、
全
体
事
業
費
の
１５
パ
ー
セ
ン

ト
１
７
３
６
万
４
千
円
と
い
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
本
町
で
は
、
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
、
本
年
１０
月
か
ら
高
齢
者
一
人

暮
ら
し
世
帯
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
見
守

り
等
支
援
事
業
を
実
施
い
た
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
町
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
は
、
住
民
基
本
台
帳
で
は
５
８
６
人
、

民
生
委
員
さ
ん
の
調
査
で
は
４
０
７
人
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
安
否
確
認
の
仕
組
み

作
り
が
急
が
れ
ま
す
。
本
事
業
は
、
本
町

に
既
設
し
て
い
る
、
光
回
線
の
情
報
通
信

網
、
並
び
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
を
利

用
し
て
、
事
業
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

５０
世
帯
を
選
定
し
、
実
証
実
施
す
る
も
の

で
す
。
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
の
中

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
、
買
い
物
支
援
等
の
実
証
を
行
い
、

福
祉
の
増
進
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
公
有
林
化
利
用
に
つ
い
て
、
管
理
が
行

き
届
か
な
い
森
林
の
増
加
に
よ
り
、
洪
水

防
止
、
水
源
涵
養
、
土
壌
の
浸
食
防
止
な

ど
の
森
林
の
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
、

管
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
が
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
山
町

の
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
徳
島
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
基
金

事
業
を
活
用
し
、
民
有
林
を
取
得
し
、
広

葉
樹
林
化
を
図
る
公
有
林
化
事
業
を
実
施

い
た
し
た
い
と
考
え
、
現
在
、
県
に
事
業

申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
ま
し

た
ら
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
て
、
本
町
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
都

市
住
民
な
ど
町
外
の
人
材
を
本
町
の
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
維
持
、
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
中
に
募

集
を
開
始
し
、
本
年
度
か
ら
事
業
を
実
施

い
た
し
た
い
。
等
々
の
報
告
が
あ
っ
た
。

諸諸

報報

告告

○
平
成
２３
年
６
、
７
、
８
月
分
の
例
月
出

納
検
査
報
告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

○
平
成
２２
年
度
各
会
計
の
出
納
閉
鎖
時
に

お
け
る
出
納
状
況
と
指
定
金
融
機
関
の

監
査
の
結
果
報
告

監
査
委
員
か
ら
会
計
管
理
者
所
管
の
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
属
す
る
平
成
２３

年
５
月
３１
日
現
在
に
お
け
る
出
納
状
況
と

各
金
融
機
関
の
現
在
高
の
確
認
、
定
期
預

金
に
つ
い
て
会
計
管
理
者
保
管
の
定
期
証

書
の
照
合
確
認
、
一
時
借
入
金
の
残
高
の

有
無
に
つ
い
て
、
残
高
の
な
い
旨
を
確
認

し
た
こ
と
の
報
告
と
意
見
と
し
て
預
金
に

つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
分
散
す
る
な
ど
安
全

有
利
な
運
用
を
検
討
さ
れ
た
い
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
基
金
残
高
の
過
誤
の

な
い
こ
と
の
確
認
と
事
業
概
要
及
び
・
事

業
成
績
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

現在の神山センターすだち選果機

神山東中学校耐震工事

第１１号
平成２３年１１月１５日発行3



○
健
全
化
判
断
比
率
報
告

健
全
化
判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定
と
な

る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
適
正
に
作

成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２２
年
度
の
普
通
会

計
に
お
け
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で
あ
る
。

旨
の
監
査
委
員
の
意
見
書
を
付
し
て
報
告

が
あ
っ
た
。

○
資
金
不
足
比
率
報
告

簡
易
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
及
び

そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２２

年
度
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
は
算
出
さ

れ
ず
、
良
好
で
あ
る
。
旨
の
監
査
委
員
の

意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

条条
例例
制制
定定
・・
改改
廃廃
等等

○
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

本
条
例
の
一
部
改
正
は
、
国
に
お
い
て

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢

に
対
応
し
て
、
税
政
の
整
備
を
図
る
た
め

の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
、
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
神
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
点
は
、
寄
附
金
税
額
控
除

に
お
い
て
、
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字

社
に
対
す
る
寄
附
金
で
、
当
該
控
除
す
べ

き
金
額
に
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額

の
適
用
額
を
控
除
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
民
税
、
退
職
所
得
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、
特
別

土
地
保
有
税
の
そ
れ
ぞ
れ
の
不
申
告
に
関

す
る
過
料
を
「
３
万
円
」
か
ら
「
１０
万
円
」

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
な
ど
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

人人
事事
案案
件件

○
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

員
の
選
出

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
指
名
推
薦
に
よ

り
、
神
山
町
長
を
議
員
に
選
出
し
た
。

議議
員員
発発
議議
案案

○
議
員
派
遣

平
成
２３
年
度
議
員
行
政
視
察
研
修
ほ
か

１
件
に
つ
い
て
、
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

そそ

のの

他他

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更

平
成
２２
年
度
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で
の

６
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
過
疎
計
画
に

つ
い
て
、
今
年
度
以
降
に
過
疎
債
の
充
当

を
見
込
ん
で
い
る
事
業
に
追
加
す
る
た
め

に
、
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。県

単
林
道
事
業
で
今
丸
線
、
幅
員
４

メ
ー
ト
ル
、
延
長
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
追

加
、
事
業
主
体
が
Ｊ
Ａ
名
西
郡
の
強
い
農

業
づ
く
り
交
付
金
、
す
だ
ち
梅
選
果
機
更

新
事
業
の
追
加
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
事
業
６
次
産
業
等
支
援
を
、
地
域
発

掘
支
援
事
業
に
代
わ
り
平
成
２５
年
度
か
ら

追
加
、
大
地
谷
線
舗
装
、
幅
員
４
メ
ー
ト

ル
、
延
長
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
と
、
下
野

間
線
、
舗
装
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
、
延
長

１
２
０
メ
ー
ト
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
、
橋

梁
点
検
で
、
橋
梁
１５
メ
ー
ト
ル
以
下
、
箇

所
数
を
２
０
０
箇
所
か
ら
２
０
４
箇
所
に

改
め
変
更
、
消
防
施
設
整
備
事
業
で
防
火

水
槽
４０
立
米
５
基
を
追
加
、
一
の
坂
分
校

耐
震
事
業
で
校
舎
の
耐
震
工
事
を
追
加
、

上
分
公
民
館
、
広
野
公
民
館
、
鬼
籠
野
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
、
更

に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
屋
根
改

修
工
事
に
つ
い
て
も
追
加
す
る
も
の
な
ど

で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
神
山
中
学
校
耐
震
改
修
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

外
壁
の
爆
裂
補
修
工
事
、
及
び
防
水
改

修
工
事
の
数
量
増
に
よ
り
、
契
約
金
額
を

１
１
６
７
万
７
５
０
円
増
額
し
て
、

９
９
０
０
万
９
７
５
０
円
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
広
野
小
学
校
耐
震
改
修
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

外
壁
ス
ラ
ブ
下
モ
ル
タ
ル
浮
き
鉄
筋
爆

裂
等
の
補
修
の
増
加
に
よ
り
、
契
約
金
額

を
１
５
８
０
万
２
５
０
０
円
増
額
し
て
、

１
億
３
０
２
５
万
２
５
０
０
円
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業

飛
躍
事
業
（
木
造
公
共
施
設
整
備
）
名

西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
新
築
工
事
変

更
請
負
契
約
の
締
結

１
階
廊
下
の
壁
面
全
面
塗
装
、
カ
ー

ポ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
駐
車
場
に
オ
ー

バ
ー
レ
イ
の
施
工
、
浄
化
槽
排
水
設
備
工

事
で
配
管
延
長
の
増
に
よ
り
、
３
１
９
万

６
３
０
０
円
増
額
し
て
、
１
億
５
０
４
万

６
３
０
０
円
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）
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一一
般般
質質
問問西崎 哲夫 議員

１１
問

答

２２
問

○
町
道
路
線
の
認
定

町
道
焼
山
寺
線
よ
り
分
岐
、
町
道
横
倉

線
に
至
る
間
を
「
町
道
馬
地
横
倉
線
」
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

請請
願願
・・
陳陳
情情
等等

○
陳
情
書

林
道
馬
地
横
倉
線
の
町
道
認
定
に
関
す

る
陳
情

提
出
者

神
山
町
下
分
字
馬
地
３０
番
地

高
下
正
義
ほ
か
２３
名

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
資
料
写
し
配
付

９
月
定
例
会

想
定
外
大
災
害
発
生
時
の
隣
接
自

治
体
と
の
、
職
員
の
相
互
連
携
の

提
携
に
つ
い
て
。

�

地
球
温
暖
化
が
原
因
か
、
想
定
外
の

台
風
や
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

�

被
災
し
た
自
治
体
職
員
の
苦
労
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。

�

近
年
地
方
自
治
体
は
行
革
の
名
の
も

と
職
員
数
の
削
減
が
甚
だ
し
く
断
行
さ

れ
て
い
る
。

�

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
国
道
の

改
良
等
に
よ
り
、
佐
那
河
内
村
は
直
近

の
自
治
体
と
な
っ
た
。
考
え
方
に
よ
っ

て
は
、
広
野
支
所
よ
り
も
直
近
と
な
っ

た
。

�

想
定
外
災
害
発
生
時
、
行
政
職
員
不

足
を
相
互
に
補
う
為
に
、
佐
那
河
内
村

と
の
職
員
連
携
に
つ
い
て
、
平
時
か
ら

提
携
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
、
宿
泊
の
必
要
も
な
く
相
互
に
通
常

の
勤
務
体
制
が
と
れ
る
の
も
利
点
で
は

な
い
か
。

�

私
は
過
去
に
本
町
職
員
と
し
て
４９
年

災
害
対
応
を
体
験
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
一
番
現
実
的
な
連
携
の
必
要
性

を
申
し
上
げ
て
い
る
。

町

長

４９
年
災
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生

し
た
時
に
は
、
現
在
の
職
員
数
で
は
足
り

な
い
と
思
う
し
、
こ
の
様
な
流
れ
の
中

で
、
隣
接
自
治
体
と
の
連
携
を
図
る
必
要

は
、
正
に
質
問
の
と
お
り
で
な
か
ろ
う
か

と
思
う
。

何
所
の
自
治
体
も
職
員
減
と
い
う
流
れ

の
中
で
危
惧
は
同
じ
だ
と
思
う
。
も
う
既

に
そ
う
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
、
佐
那
河

内
村
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
東
部
の

１２
市
町
村
で
平
成
１９
年
８
月
１０
日
に
、
こ

れ
の
相
互
の
支
援
災
害
時
の
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
平
成
１０
年
に
県

下
市
町
村
で
消
防
の
相
互
応
援
協
定
、
こ

れ
は
災
害
時
の
応
援
等
を
と
い
う
こ
と
で

県
内
の
全
て
の
市
町
村
と
消
防
組
合
が
結

ん
で
い
る
。

県
内
の
災
害
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
こ

れ
が
機
能
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

■
再

問

東
日
本
大
震
災
等
の
事
を
考
え
る
と
、

広
域
で
の
自
治
体
応
援
体
制
は
出
来
て
い

る
こ
と
は
予
想
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

実
的
に
は
直
近
の
佐
那
河
内
村
と
の
連
携

対
応
は
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。

下
分
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の
改

修
改
善
に
つ
い
て
。

こ
の
ト
イ
レ
は
昭
和
４４
年
３
月
竣
工
し

た
体
育
館
と
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
４２
年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
屋
外

ト
イ
レ
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
部

分
的
修
繕
等
が
出
来
て
お
り
管
理
は
出
来

て
い
る
。
下
分
地
区
は
地
域
活
動
が
活
発

で
運
動
会
は
下
保
が
主
体
で
、
体
育
館
が

会
場
に
な
っ
て
い
る
。
夏
ま
つ
り
も
下
小

校
庭
が
会
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
時
に
昼
食
時
と
か
一
定
時
間
帯
に
利
用

者
が
集
中
す
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
男
女

ト
イ
レ
が
同
じ
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
あ
り
、

男
女
ト
イ
レ
間
に
は
遮
断
す
る
も
の
が
何

第１１号
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答

木元 史幸 議員

１１
問答

２２
問答

３３
問

答
４４
問答

５５
問答

６６
問答

も
無
い
。

男
性
が
使
用
し
て
い
る
の
に
隣
接
し
て

遮
断
性
の
な
い
女
性
ト
イ
レ
が
２
つ
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
構
造
に
な
っ
て
お
り
女

性
が
使
用
し
づ
ら
い
と
の
話
が
昨
年
の
運

動
会
の
時
に
も
複
数
の
女
性
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
た
。
４２
年
前
の
公
共
建
物
の
ト
イ

レ
は
こ
う
し
た
構
造
も
当
り
前
で
あ
っ
た

か
と
思
う
し
、
も
と
も
と
小
学
校
の
ト
イ

レ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
そ
れ
で
よ
か
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
女
性
の
視
点

で
こ
の
ト
イ
レ
の
構
造
を
考
え
る
に
課
題

が
あ
り
過
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
多

く
の
費
用
を
掛
け
な
い
方
法
で
改
修
改
善

が
出
来
な
い
か
。

町

長

築
４２
年
。
そ
し
て
設
計
等
も
、
も

と
も
と
小
学
生
児
童
の
専
用
と
し
て
な
さ

れ
た
も
の
で
、
今
休
校
中
で
も
あ
り
多
目

的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
も
大
人

が
主
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
質
問
の
主
旨
は

よ
く
理
解
出
来
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中

で
特
に
耐
震
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
こ
の
施
設
も
避
難
場
所
と
し
て
対
象

と
な
る
。
し
か
し
優
先
度
を
勘
案
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
遮
断
性
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
で
の
修
繕
が

可
能
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
現
場
を
見

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
再

問

ト
イ
レ
建
屋
は
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
の
よ
う

な
の
で
、
女
性
ト
イ
レ
を
隣
接
し
て
東
側

へ
で
も
出
す
と
か
何
等
か
の
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
耐
震
化
を
待
つ
迄
も
な

く
、
応
急
的
な
対
応
で
も
充
分
改
善
出
来

る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
検
討
し
て
下
さ

い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
に
つ

い
て

協
力
隊
員
採
用
の
条
件
は
。

・
特
産
品
の
販
売
促
進
と
開
発

・
交
流
事
業
の
振
興

・
地
域
活
性
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る

人
材
を
採
用
し
た
い
。

集
落
支
援
策
に
つ
い
て

左
右
内
地
区

最
後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
を
活
か
し

て
、
遍
路
ガ
イ
ド
の
養
成
と
、
教
育
、
研

修
の
場
と
し
て
ど
う
活
か
す
の
か
。

左
右
内
地
区
、
阿
川
地
区
、
鳴
教

大
学
と
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
。

上
分
地
区
に
つ
い
て

神
通
地
域
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

認
定
を
推
進
し
て
は
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
養
成
、
神

山
の
上
流
地
域
を
活
性
化
す
る
手

法
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

阿
川
地
区
に
つ
い
て

梅
を
活
か
し
た
観
光
交
流
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
。

体
験
農
業
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

自
治
組
織
の
強
化
に
つ
い
て

協
働
の
時
代
を
む
か
え
、
各
地
区

ご
と
の
自
治
計
画
書
作
り
が
必
要
だ
と
思

う
が

人
口
減
少
の
中
、
自
治
組
織
力
に

も
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
、人
づ
く
り
に
町
が
努
力
し
て
い
く
。

公
民
館
活
動
の
充
実
を
。

教
育
長

施
設
の
利
用
は
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。人
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

下分小体育館トイレの内部
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名名
西西
消消
防防
組組
合合

平平
成成
２２３３
年年
度度

第第
１１
回回
臨臨
時時
組組
合合

議議
会会

第
１
回
臨
時
組
合
議
会
は
、
平

成
２３
年
７
月
２７
日
に
名
西
消
防
組

合
本
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
事

項
２
件
（
１
号
で
は
名
西
消
防
組

合
の
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
、
２
号
で
は
平
成
２３
年
度
名
西

消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
）、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

財
産
の
取
得
１
件
（
神
山
消
防
署

の
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

等
）
計
３
議
案
を
審
議
し
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し

た
。

������������������������
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
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報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
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合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
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今
議
会
は
９
月
１３
日
よ
り
２２
日
ま
で
の

１０
日
間
開
催
さ
れ
９
月
２０
日
神
山
町
役
場

裏
、
名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
へ
の
視

察
と
な
っ
た
。

本
事
業
は
旧
消
防
署
が
耐
震
不
適
格
と

な
り
、
耐
震
工
事
す
る
よ
り
、
新
築
の
方

が
将
来
的
に
有
利
で
あ
る
と
の
考
え
で
、

本
年
１
月
２１
日
起
工
式
を
挙
行
し
、
１０
月

現
在
９０
％
の
仕
上
で
、
１１
月
９
日
落
成
式

を
終
え
た
。
総
工
費
１
億
５
０
０
万
円
、

県
の
補
助
事
業
で
、
事
業
名
「
平
成
２２
年

度

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
飛
躍
事
業

（
木
造
公
共
施
設
整
備
）
の
も
と
建
設
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

町
役
場
の
隣
接
と
い
う
こ
と
で
、
緊
密

な
非
常
時
の
連
絡
が
と
れ
る
な
ど
、
新
し

い
施
設
で
住
民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
要

と
し
て
大
い
な
る
活
躍
を
願
う
も
の
で
あ

る
。

高齢者三人以上世帯

人数

１５人

１９人

３人

１５人

２１人

６人

９人

８８人

世帯数

５世帯

６世帯

１世帯

５世帯

７世帯

２世帯

３世帯

２９世帯

高齢者二人世帯

人数

１４４人

１７８人

３６人

２２８人

７６人

８４人

１８４人

９３０人

世帯数

７２世帯

８９世帯

１８世帯

１１４世帯

３８世帯

４２世帯

９２世帯

４６５世帯

高齢者一人暮らし

人数

９３人

１０６人

２６人

１１６人

５９人

９６人

１０７人

６０３人

地区

上 分

下 分

左右内

神 領

鬼籠野

阿 川

広 野

合 計

高齢者世帯総括表（全体）

事務室

消防署全影

地域おこし協力隊 都市地域から山村

地域に移住し、地域力の維持・強化に

資する活動を行う活動

森林セラピー 森林浴を通じ、健康増

進、疾病予防に役立てる。四国では高
ゆずはら

知県津野町、檮原町

用語解説
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町税
5億5,795万円
11.9%

各種交付金
1億1,021万円

2.3%

積立金
7億5,182万円
16.7%

繰出金
4億3,393万円

9.7%

その他
6,521万円
1.4%

物件費
5億7,198万円
12.7%

補助費等
2億9,715万円

6.6%

普通建設事業費
4億5,663万円
10.2%

人件費
9億814万円
20.2%

扶助費
3億1,907万円

7.1%

公債費
6億8,610万円
15.3%

地方譲与税
9,924万円
2.1%

地方交付税
24億4,407万円

52.0%

分担金・
使用料
7,615万円
1.9%

国庫支出金
3億7,608万円

8.0%

県支出金
2億5,121万円

5.3%

町債
3億8,600万円

8.2%

その他
3億9,247万円

8.3%

歳　入
46億9,013万円
（100%）

歳　出
44億9,006万円
（100%）

平成２２年度

決 算

計

６，９２４，０１８

６，５４４，４５６

特 別 会 計

後期高齢者医療

１０３，１７８

１０２，９７０

介 護 保 険

８６０，６２６

８３６，３３９

老 人 保 健

８３４

８３４

簡易水道事業

１９２，４８７

１６４，１８２

国民健康保険

１，０７６，７６２

９４４，６９２

一 般 会 計

４，６９０，１３１

４，４９５，４３９

会計区分

歳 入

歳 出

一般会計と特別会計合わせ

６９億２，４０１万円を認定�
●平成２２年度決算状況 （単位：千円）

●一般会計決算の内訳

２２年度普通会計地方財政状況調査
に基づくもので、決算額と一致し
ない。

8議会だより かみやま



解 説

１に近く１を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指標で、７５％程度に納まるのが妥当と考えられている。

一般財源に占める公債費の割合で、１５％を下回るのが望ましい。

全ての事業の公債費比率で、１８％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要

指 数

０．２１７

７５．３

８．１

８．６

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

公 債 費 比 率

実質公債費比率

前年度との比較

増減率(%)

４．０

△３８．７

△９．８

△４０．３

△１４．４

５．１

△３．３

増 減 額

１，１５０，２８４

△６４６，６００

△１，９２２，０３４

△２５４，１１０

△５９，４００

２４，１００

△１，７０７，７６０

未 収 額

２１ 年 度

２８，５２９，１１８

１，６６９，９２０

１９，５３３，１００

６３０，９８０

４１３，３００

４７１，５００

５１，２４７，９１８

２２ 年 度

２９，６７９，４０２

１，０２３，３２０

１７，６１１，０６６

３７６，８７０

３５３，９００

４９５，６００

４９，５４０，１５８

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

２９億６，９８４万円

９億１，０８６万円

１８億１，８９４万円

１億４，９７４万円

５００万円

１，７２８万円

１億７，５０１万円

０万円

６０億４，６６７万円

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

水 道 基 金

給 付 費 準 備 基 金

そ の 他 の 基 金

計

一

般

国

保

介

護

税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額４，９５４万円
●平成２２年度の財政状況

●平成２２年度町税等未収金の状況 （単位：千円）

平成２２年度「一般会計」決算を認定（賛成多数）
－安心安全なまちづりの決算になったか－

決算額を前年と比較し（歳入）で増加は、地方交付税
の１億２，３７５万円５．３ポイント増、地方債の１億１，１８５万
円４０．８ポイント増が上げられ、逆に、減少は国庫支出金
１億７，７５０万円△３２．１ポイント減、県支出金２，６９４万円△
９．７ポイント減などとなっている。
（歳出）で増加は教育費で１億６，７１１万円５６．６ポイント
増、土木費で３，３２０万円１２．７ポイント増、総務費で１億
６５６万円８．１ポイント増となっている。減少は衛生費４，５３８
万円１７．０ポイント減、公債費３，８７０万円５．２ポイント減な
どが上げられる。
歳出の面では、監査委員が述べているように、不用額

は前年度に比べ９．８ポイント減少しており、経費節減の
意思は十分うかがえるが、当初の計画の分析等の見積も
りの「あまさ」があると分析された。
財政では、実質公債費比率が、８．６ポイント（昨年９．７

ポイント）で１．１ポイント下回っており、さらに効率的な
財政運営に努力されるよう監査委員から指摘があった。

借り入れ金や積立金は総額いくら
になっているか
●地方債現在高 ３７億２３万円

●基金・積立金・預金残高

第１１号
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行
政
視
察
な
ど

報
告

行
政
視
察
報
告

つ
ま
ご
い

群
馬
県

嬬
恋
村

神
山
町
議
会
議
員
は
全
員
で
平
成
２３
年
１０
月
５
日
�
か
ら
１０
月
７
日
�
ま
で

の
間
、
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
で
の
行
政
視
察
と
国
土
交
通
省
及
び
県
選
出
国

会
議
員
さ
ん
に
対
し
要
望
活
動
を
、
ま
た
、
総
務
省
と
内
閣
府
の
職
員
に
よ
る

勉
強
会
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

駐
車
場
入
口
で
事
務
局
職
員
の
出
迎
え

を
受
け
、
庁
舎
入
口
ま
で
案
内
さ
れ
玄
関

を
入
る
と
ま
ず
目
に
付
い
た
の
が
今
月
の

標
語

凡
事
徹
底
と
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

後
で
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
意
味
は
「
普

通
の
事
を
徹
底
し
て
や
る
」
そ
う
で
す
。

毎
月
交
代
で
各
課
が
提
案
す
る
と
の
こ

と
。
相
互
に
挨
拶
を
済
ま
せ
た
後
、
先
方

の
議
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
を
受
け
、
何
を

す
る
に
も
住
民
の
熱
意
一
番
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
、
滞
在
型
観
光
を
め
ざ
す
と
の
こ

と
。
次
に
村
長
よ
り
日
本
一
の
キ
ャ
ベ
ツ

の
産
地
で
あ
り
、
軽
井
沢
に
隣
接
す
る
別

荘
地
で
あ
り
又
１２
の
温
泉
と
５
つ
の
ス

キ
ー
場
を
も
つ
観
光
地
で
あ
り
、
別
荘
地

は
現
在
８
０
０
０
棟
で
あ
る
が
９
５
０
０

棟
を
め
ざ
し
定
住
化
を
め
ざ
す
と
の
こ

と
。
本
日
は
、
心
の
み
や
げ
を
持
っ
て
帰

っ
て
下
さ
い
、
再
来
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
と
結
ば
れ
た
。

農
林
振
興
課
長
よ
り

村
名
の
由
来

日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け

る
の
み
こ
と
）
が
東
征
中
、
海
の
怒
り
を

鎮
め
る
た
め
、
愛
妻
が
海
に
身
を
投
げ
た

帰
路
、
峠
で
海
に
向
っ
て
あ
あ
わ
が
妻
よ

と
嘆
い
た
、
伝
説
に
ち
な
み
、
名
付
け
ら

れ
た
。
明
治
２２
年
に
１１
カ
町
村
が
合
併
し

て
、
嬬
恋
村
が
誕
生
。
標
高
７
０
０
〜

１
４
０
０
�
、
平
均
気
温
８
�
前
後
、
降

雨
量
１
４
０
０
〜
１
８
０
０
�
、
面
積

３
３
７
�
、
人
口
１
０
２
０
０
人
。

観
光
客
は
バ
ブ
ル
時
３
０
０
万
人
あ
っ

た
が
、
現
在
は
２
０
０
万
人
、
村
民
は
農

閑
期
１１
月
〜
２
月
は
観
光
地
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
対
応
と
の
こ
と
。
キ
ャ
ベ
ツ
に

つ
い
て
は
播
種
３
月
〜
７
月
、
収
穫
７
〜

１０
月
、１
ケ
ー
ス
１０
�
、１
７
０
０
万
ケ
ー

ス
、
標
高
の
低
い
所
か
ら
順
に
高
い
場
所

へ
、
農
家
個
数
８
９
１
戸
、
作
付
面
積
昭

和
４５
年
１
０
４
７
ha
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

８
６
３
ha
、
第
２
次
４０
ha
、
平
成
２１
年

２
９
７
１
ha
、
農
家
一
戸
当
り
平
均
４
・

３
ha
、
最
大
２０
ha
、
反
収
は
４
０
０
万
、

又
鳥
獣
害
に
つ
い
て
は
５
億
、
う
ち
半
分

は
カ
モ
シ
カ
、そ
の
他
サ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、

又
カ
モ
シ
カ
は
天
然
記
念
物
の
た
め
文
化

庁
の
許
可
が
な
く
困
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
Ｊ
Ａ
本
所
、
支
所
６
カ
所
、
集
出
荷

棟
１
５
７
棟
、
真
空
予
冷
施
設
６
カ
所
で

対
応
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
集
荷
棟
に

書
か
れ
た
作
る
人
の
心
を
伝
え
る
嬬
恋
の

味
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

又
、
教
育
に
つ
い
て
は
教
育
次
長
よ
り

平
成
元
年
小
学
生
９
４
７
人
、
平
成
２１
年

は
５
１
８
人
と
減
少
し
て
い
る
為
、
再
編

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
幼
稚
園
６
園
よ
り

２
園
へ
、
小
学
校
５
校
か
ら
２
校
へ
、
中

学
校
２
校
よ
り
１
校
へ
、
平
成
１６
年
の
地

元
説
明
会
で
は
了
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

10議会だより かみやま



あ
の
質
問
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

国
土
交
通
省
、
国
会
議
員

へ
の
要
望
活
動

が
、
平
成
２１
年
に
は
認
識
が
変
化
、
お
お

む
ね
了
解
が
得
ら
れ
た
。
平
成
２４
年
に
中

学
校
開
校
、
２５
年
、
２７
年
小
学
校
開
校
、

平
成
２７
年
幼
稚
園
開
園
、
尚
プ
ー
ル
建

設
、
耐
震
、
解
体
新
設
を
含
め
２６
億
程
度

か
か
る
と
の
こ
と
。

説
明
の
あ
と
、
愛
妻
の
丘
を
視
察
し
、

見
送
り
を
受
け
終
了
し
ま
し
た
。

（
議
員

森

克
二
）

次
の
と
お
り
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

■
一
般
国
道
１
９
３
号
倉
羅
バ
イ
パ
ス

（
ト
ン
ネ
ル
）
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

要
望
日
時

平
成
２３
年
１０
月
７
日

要
望
書

別
紙
記
載

要
望
先

国
土
交
通
省

菊
川

滋
道
路
局
長

国
土
交
通
省

宿
利

正
史
事
務
次
官

国
土
交
通
省

森

昌
文
道
路
企
画

課
長徳

島
県
選
出
国
会
議
員

要
望

後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員

第
一
衆
議
院
会
館
３
１
５

仙
石

由
人
衆
議
院
議
員

第
一
衆
議
院
会
館
８
０
３

山
口

俊
一
衆
議
院
議
員

第
二
衆
議
院
会
館
４
１
２

高
井

美
穂
衆
議
院
議
員

第
一
衆
議
院
会
館
８
０
２

仁
木

博
文
衆
議
院
議
員

第
二
衆
議
院
会
館
６
０
６

中
村

博
彦
参
議
院
議
員

参
議
院
会
館
３
０
４

中
谷

智
司
参
議
院
議
員

参
議
院
会
館
３
１
４

中
西

祐
介
参
議
院
議
員

参
議
院
会
館
６
２
２

紹
介
議
員

後
藤
田

正
純
衆
議
院
議
員

﹇
徳
島
３
区
選
出
﹈
十
川

昌
史
秘
書

案

内

徳
島
県
東
京
本
部

県
土
整
備

部
担
当

谷
川

健
治
係
長

佐
藤

健

司
係
長

訪
問
者

神
山
町
議
会
議
長

山
本
充
良

副
議
長

森
本
吉
治

議

員

河
口
栄
祐
・
森

彦
富
・
森

克
二
・
坂
口
一
之
・
木
元
史
幸
・
西
崎
哲

夫
・
樫
本
雄
一
・
高
橋
和
男
・
相
原
浩
志

県
当
局
の
ご
指
導
と
期
成
同
盟
会
の
決

議
を
頂
き
要
望
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。

徳
島
県
県
土
整
備
部
道
路
総
局
道
路
整
備

課

百
々

裕
之
課
長

徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局

石
本

昇
局

長

東
部
県
土
整
備
局
﹇
吉
野
川
﹈
近
藤

明
俊
副
局
長

国
道
１
９
３
号
倉
羅
バ
イ
パ
ス
開
さ
く
促

進
期
成
同
盟
会

川
真
田

哲
哉
会
長

（
吉
野
川
市
長
）

嬬恋村のキャベツ畑

後藤田正純代議士の紹介で国土交通省へ

国土交通省 宿利正史事務次官

追
跡
レ
ポ
ー
ト

第１１号
平成２３年１１月１５日発行11



勉

強

会

要
望
書
概
略

道
路
整
備
は
住
民
生
活
の
根
源
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
産
業
、
経
済
、
文
化
等
の

諸
般
の
発
展
基
盤
と
し
て
最
も
重
要
な
社

会
公
共
施
設
で
あ
り
、
と
り
わ
け
四
国
横

断
線
の
１
９
３
号
は
徳
島
県
の
中
央
部
を

南
北
に
貫
く
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

現
在
、
ト
ン
ネ
ル
に
至
る
ま
で
の
間

は
、
経
の
坂
峠
を
経
由
す
る
山
間
道
で
、

幅
員
が
狭
く
危
険
な
箇
所
も
多
く
、
豪
雨

時
や
冬
季
の
通
行
が
不
能
と
な
る
な
ど
の

う
え
に
、
南
海
・
東
南
海
・
東
海
の
地
震

災
害
時
に
も
命
の
道
と
し
て
の
役
割
を
は

た
す
重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ト

ン
ネ
ル
の
開
さ
く
が
急
を
要
す
る
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
倉
羅
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
、
財
政
力
の
弱
い
道
路
整
備
の
遅

れ
て
い
る
地
方
へ
の
予
算
の
重
点
配
分

と
、
直
轄
権
限
代
行
に
よ
る
早
期
着
手
に

つ
い
て
も
要
望
を
行
っ
た
。

（
議
員

森

彦
富
）

■
地
方
交
付
税
と
財
政
運
営
戦
略
に
つ
い

て
講
師

総
務
省

自
治
財
政
局

交
付
税

課

原

昌
史
課
長
補
佐

中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
平
成
２４
年
度
〜
平
成

２６
年
度
に
つ
い
て
の
財
政
運
営
戦
略

１

中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
を
位
置
付
け
、

毎
年
半
ば
頃
、
そ
の
改
定
を
行
う
、
改

定
の
具
体
的
内
容

�
国
債
の
発
行

４４
兆
円
上
回
ら
な
い

�
歳
入
面
で
の
取
り
組
み

税
制
の
抜
本

的
改
革

�
歳
出
面
で
の
取
り
組
み

東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興

Ｂ
型
肝
炎

感
染
者
に
対
す
る
給
付
金

歳
出
の
大
枠

へ
の
加
算

２

地
方
財
政
関
係

�

地
方
交
付
税
交
付
金
等
に
つ
い
て

も
地
方
行
財
政
に
係
る
制
度
改
正
等

を
踏
ま
え
た
地
方
財
政
対
策
等
を
経

て
決
定

�

財
政
運
営
戦
略
に
定
め
る
基
本

ル
ー
ル
地
方
財
政
の
安
定
的
運
営
を

踏
ま
え
、
地
方
歳
出
に
つ
い
て
も
国

の
歳
出
の
取
り
組
み
と
基
調
を
合
わ

せ
つ
つ
、
交
付
団
体
始
め
地
方
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
地

方
の
一
般
財
源
の
総
額
に
つ
い
て
、

平
成
２３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準

を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水

準
を
確
保
す
る
。

平
成
２４
年
度
〜
２６
年
度
に
お
け
る
基
礎

的
財
政
収
支
対
象
経
費

７１
兆
円
（
年
金

差
額
分
を
加
え
た
額
）
年
金
差
額
分
を
控

除
し
た
額
（
６８
・
４
兆
円
）
経
済
危
機
対

応
地
域
活
性
化
予
備
費
（
１
兆
円
）
東
日

本
大
震
災
復
旧
、
復
興
対
策
に
係
る
加
算

分

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
対
す

る
給
付
金
等
の
支
給

平
成
２３
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
特
別
交
付

税
の
増

補
正
予
算
第
１
号
１
２
０
０
億
円
（
災
害

弔
慰
金
の
地
方
負
担
額
４
９
０
億
円

行

政
機
能
の
維
や
被
災
者
支
援
に
か
か
る
当

面
の
応
急
対
応
経
費
２
８
０
億
円

応
援

団
体
経
費
４
３
０
億
円
）

特
別
交
付
税
１
兆
１
６
２
４
億
円

普
通

交
付
税
１６
兆
３
３
０
９
億
円

補
正
予
算
第
２
号
５
４
５
５
億
円

特
別

交
付
税
１
兆
６
１
９
５
億
円

普
通
交
付

税
１６
兆
４
１
９
３
億
円

１
次
補
正
後
１７
兆
４
９
３
４
億
円

２
次

補
正
後
１８
兆
３
８
８
億
円

平
成
２３
年
度
補
正
予
算
の
財
政
需
要
と
財

源財
政
需
要

災
害
救
助
等
関
係
経
費

４
８
２
９
億
円

災
害
廃
棄
物
処
理
費

３
５
１
９
億
円

災
害
対
応
公
共
事
業
関
係
費
１
兆

２
０
１
９
億
円

施
設
費
災
害
復
旧
費

４
１
６
０
億
円

災
害
関
連
融
資
関
係
費

６
４
０
７
億
円

地
方
交
付
税
交
付
金
１

兆
２
０
０
０
億
円

そ
の
他
東
日
本
大
震

災
関
係
費
用
８
０
１
８

合
計
４
兆

１
５
３
億
円

財
源

子
供
手
当
て
見
直
し
２
０
８
３
億

円

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
の
一
時

凍
結
１
０
０
０
億
円

高
速
料
金
割
引
の

見
直
し
２
５
０
０
億
円

年
金
臨
時
財
源

の
活
用
２
兆
４
８
９
７
億
円

周
辺
地
域

整
備
資
金
の
活
用
５
０
０
億
円

Ｏ
Ｄ
Ａ

関
連
予
算
の
１
部
縮
減
５
０
１
億
円

国

原 昌史 講師

12議会だより かみやま



会
議
員
歳
費
の
削
減
２２
億
円

公
共
事
業

直
轄
負
担
金
５
５
１
億
円

経
済
予
備
費

に
よ
る
調
整
８
１
０
０
億
円

合
計
４
兆

１
５
３
億
円

平
成
２３
年
度
補
正
予
算
（
２
号
）
の
概
要

�
原
子
力
損
害
補
償
法
関
係
経
費

２
７
５
４
億
円

�
被
災
者
支
援
関
係
経

費
３
７
７
４
億
円

�
東
日
本
大
震
災
復

旧
・
復
興
予
備
費
８
０
０
０
億
円

�
地

方
交
付
税
交
付
金
５
４
５
５
億
円

合
計
１
兆
９
９
８
８
億
円

■
地
域
主
権
改
革
の
主
要
課
題
に
つ
い
て

内
閣
府
地
域
戦
略
室

参
事
官
補
佐

折
田

裕
幸
講
師

１

地
域
主
権
改
革
の
全
体
像

�

地
域
主
権
改
革
と
は
、
日
本
国
憲

法
の
理
念
の
下
に
、
住
民
に
身
近
な

行
政
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的

か
つ
総
合
的
に
広
く
担
う
様
に
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
判

断
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸
課
題

に
取
り
組
む
事
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
改
革
。

�

国
と
地
方
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
域
の
自
主
的
判
断
を
尊
重
し

な
が
ら
、
国
と
地
方
が
協
働
し
て
国

の
形
を
作
る
。

�

地
域
主
権
改
革
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
２４
年

夏
を
目
途
に
大
綱
を
策
定

�

総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
地
域
主

権
戦
略
会
議
を
中
心
に
、
よ
り
一
層

の
政
治
主
導
で
集
中
的
か
つ
迅
速
に

改
革
を
推
進
。

２

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条

例
制
定
権
の
拡
大

３

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲

４

国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止

５

ひ
も
付
き
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化

６

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

７

直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

８

地
方
政
府
基
本
法
の
制
定

９

自
治
体
間
連
携
・
道
州
制

１０

緑
の
分
権
改
革
の
推
進

地
域
自
主
戦
略
交
付
金

ひ
も
つ
き
補
助

金
を
段
階
的
に
廃
止
し
、
地
域
の
自
由
裁

量
を
拡
大
す
る
た
め
地
域
自
主
戦
略
交
付

金
等
を
設
立
し
都
道
府
県
分
を
対
象
に
投

資
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
を
実
施

地

域
自
主
戦
略
交
付
金
５
１
２
０
億
円

（
議
員

森

彦
富
）

折田 裕幸 講師

第１１号
平成２３年１１月１５日発行13
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全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全ててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校 耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了
昨年度の神山東中学校、神領小学校の耐震工事終了に伴い、本年度当初より工事が進められてき

た神山中学校、広野小学校の耐震工事が終了いたしました。

広野小学校の耐震工事には１億３千万円で鋼板内蔵コンクリート耐震補強工事（２３カ所）や外壁等

補修工事が行われました。

神山中学校の耐震工事には９千９百万円で鉄骨ブレース補強工事（２４カ所）屋内運動場鉄骨火打ち

梁補強工事等が行われました。

これにより町内小中学校の耐震工事がすべて完了し、近い将来発生が予測されている南海東南海

地震にも安心できる校舎が完成いたしました。

神山中学校

町町 のの 事事 業業 紹紹 介介

広野小学校

神山中学校

14議会だより かみやま



上
分
花
の
隠
里

平成２３年９月３日台風１２号時の、下分字

今井、宮前橋すぐ下流の鮎喰川の写真であ

る。支流左右山谷川扇状地吐出部先端部を

削って、少し湾曲して激しく濁流となって

流れる。

左右山谷川は通常、鮎喰川に合流する先

端部にはほとんど水の流れは無く、台風時

等は一変して、写真の如く大量の水を吐き

出す。集水区域には、旧村時代に人海戦術

で長期にわたり砂防工事が実施された。

通称地元で「青ザレ」「新ザレ」と呼ば

れる二カ所の大規模表層崩壊地がある。砂

防工事が功を奏してか現在は安定している。

鮎喰川の河床は平時大きな変化はなく安

定しているが、４９年災の時、上分字中津の

大中尾谷川と神通谷川の合流地点では、上

流部で崩壊があったのか、異常な河床の上

昇があり、橋の桁下１�位の所もあった。
集中豪雨や台風時の降雨量に関係なく、

上流部で規模の大きい表層深層崩壊がある

と、河床は急に上昇することが予想され

る。近年地球温暖化によるものなのか、予

測しにくい異常気象に驚かされる。

鮎喰川は上流部が急峻な山岳地帯であ

り、治水上安全が常に保証されているとは

確信出来ない。多様な災害を想定した、官

民共有出来る避難計画が必要ではないだろ

うか。
撮影 松浦一郎氏

神領字北

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
お
確

か
め
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
１２
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

次
の
定
例
会
は

１１
月
下
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
１１
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

神
山
町
役
場
内

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

表紙写真撮影と同じ箇所からの、平常時鮎喰川

表紙写真解説

谷の吐き出し口

第１１号
平成２３年１１月１５日発行15



災害時に、町長が町民の皆様に「避難勧告」と「避難指示」を発令する場合があります。
これらの違いをあらかじめ理解しておくことが「自らの身を守る」ことにつながりますし、自らの判

断で早めに避難することも重要です。

「避難勧告」・「避難指示」の発令を町長が行うことができなくなった場合は、県知事が町長に代わ
って発令する場合があります。

９
月

２２
日

議
員
研
修

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

２９
日

国
道
１
９
３
号
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
開

さ
く
期
成
同
盟
会

１０
月

５
日
〜
７
日

議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

６
日
〜
７
日

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修

１１
日
〜
１２
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会

１８
日
〜
１９
日

財
政
援
助
団
体
等
監
査

２５
日

名
西
消
防
組
合
第
一
回
臨
時
議
会

１１
月

９
日

名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
落
成

式

１０
日

四
国
地
区
町
村
議
長
会
研
修
会

１５
日

議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
発
行

１６
日
〜
１８
日

町
村
議
長
会
議
長
全
国
大

会

２２
日

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研
修
会

下
旬

神
山
町
議
会
定
例
会

１２
月

２
日

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

１３
日

神
山
町
議
会
議
員
選
挙
告
示

１８
日

神
山
町
議
会
議
員
選
挙
投
開
票
日

編

集

後

記

秋
風
が
立
ち
、
町
内
各
地
区
の
秋

祭
り
が
順
次
進
行
す
る
と
共
に
、
秋

も
次
第
に
深
ま
り
、
私
達
神
山
町
議

会
議
員
の
任
期
が
終
了
す
る
、
改
選

期
が
日
一
日
と
迫
る
。
同
時
に
５
名

の
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
委
員

も
、
議
員
任
期
終
了
と
な
り
新
し
い

議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
。

平
成
２１
年
５
月
発
刊
以
来
今
回
で

１１
号
を
数
え
る
。

町
議
会
の
情
報
公
開
と
、
町
の
課

題
等
と
そ
の
解
決
の
手
法
等
を
議
会

と
町
民
の
皆
さ
ん
が
共
有
す
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
と
の
思
い
で
、
編
集
発

行
し
て
き
た
「
議
会
だ
よ
り
か
み
や

ま
」
も
、
現
在
の
委
員
に
よ
る
編
集

が
今
回
で
最
後
に
な
る
。
次
号
か
ら

は
新
し
い
委
員
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
。

発
刊
以
来
手
探
り
の
中
、
共
に
我

武
者
羅
に
取
組
ん
で
き
た
経
過
の
中

で
、
得
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
間
投
稿
い
た
だ
い
た
り
、
ご

指
導
賜
っ
た
町
民
の
方
々
に
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
こ

の
「
議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
」
が
よ

り
充
実
し
た
内
容
で
、
継
続
さ
れ
る

こ
と
を
委
員
一
同
、
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

西
崎
哲
夫

拘 束 力

事態の推移によっては避難勧告や避難指示を行うことが予想さ
れるため、避難のための準備を呼びかけるものです。

居住者に立ち退きを勧め促すものです。（避難を強制するもの
ではありません）

被害の危険が切迫したときに発せられるもので、「勧告」より
拘束力が強くなりますが、指示に従わなかった方に対して、直
接強制までは行われません。

種 別

避難準備情報

避 難 勧 告

避 難 指 示

議
会
の
動
き

「避難勧告」と
「避難指示」の

違いについて

強

弱

16議会だより かみやま
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